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はじめに

夢ある稲生まちづくり協議会は２０１４年設立準備開始から６年にな
り、２０１７年の設立から４年になります。

鈴鹿市の地域づくり協議会条例に基づいて稲生地区の2025年までの
地域計画を、特別委員会を編成し2019年9月から検討開始し策定しま
した。

協議会設立の理念である安心・安全に暮らせ、愛着と誇りを持てる夢
ある稲生のまちづくりに向けて、過去を振り返りつつ住民の意見を広く
集め、今後の稲生地区のありたい姿、課題、事業計画などを記した地
域計画です。



地域計画策定特別委員会の構成と活動

１．目的

住民代表によって地域の夢・2025年の将来像（ゴール）を設定・共有のうえ、

力を合わせてゴールへの課題を検討し地域計画を策定する。

２．期間

2019年11月～2021年3月

３．委員
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稲生地区の人口構成

※ 稲生地区地域カルテ 平成30年7月発行より抜粋

2025年
・年少人口は減少、
・生産年齢人口は微減
・老齢人口は増加

２



住民の意識 （住民アンケート結果）

１．地域への愛着

8割以上の方が稲生に住み続けたいと考えており、近隣地域と比較しても同等以上。

世代によらず地域への愛着は高い。

２．安全・安心

9割の方が安心・安全な地域と捉えており、近隣地区と比べても勝っている。

３．生活の利便性・快適性

8割の方が満足しており、不満足の多くは公共交通機関が不便なこと。

４．災害の備え

8割の方が安心しており、不安の一番は避難所収容能力と備蓄量

５．高齢者福祉

自ら車で移動できなくなる事への不安が多い割に、それをサポートできる助け愛ネットに関心の

無い方が多い。

６．子育て

8割の方が子育てしやすい地区だと感じている。

７．地域のコミュニケーション

他の世代と比べ働き世代において、近所とのコミュニケーションが少ない。 ３



地域の宝物 （住民アンケート結果）

１．伊奈冨神社をはじめとする寺社、史跡、獅子舞などの伝統行事

２．人の絆、思いやり

３．緑豊かな自然や農業

４．鈴鹿サーキットやモータースポーツイベント

４



改善が必要な事柄 （住民アンケート結果に基づく）

１．共働き、７０歳までの就労が常態となり、生産年齢者が地域活動（自治会、行事、サークル等）

へ参画することが時間的に難しくなっている。

一方、老年世代の負担が大きく地域活動の維持継続がますます難しくなっている。

２．高齢になるほど外出回数が減り、ひとびとの交流の機会が少なくなっている。

またコロナ禍の経験もあってコミュニケーション方法や生活様式に変化が生じ、地域の行事も

やり方の見直しが必要とされている。

３．公共交通機関での通院や買い物が不便である。

また自家用車での移動は、交通量増加に対し狭隘な道路のままで不安全である。

４．防災情報の周知が不十分であり、また予想される地域の災害に適した訓練が行われていない。

５．営農者の後継が激減し、農地保全が難しく耕作放棄地の増加も懸念される。

６．防犯の備え（防犯街灯、防犯カメラ）と空家対策が十分ではない。

７．保育所や子供の遊べる公園が不足している地区がある。 ５



2025年における地域のありたい姿 （ワークショップ検討結果）

• 近所、地域、老若男女で気軽な交流機会が多く、コミュニケーションが活発

• 防災、防犯意識が高く、災害など何かあったとき近隣で声かけあい助け合っている

• 住民が地域に愛着を持ち、青年や壮年が地域活動に積極的に参加している

• （モーター）スポーツ、寺社、史跡、伝統行事を大切にし活用している

• 緑豊かな田園や里山が保たれている

• 交通安全が保たれ、子供たちが公園など屋外でもっと遊んでいる

• 車が運転できなくても通院や買い物に困らない
６



ありたい姿に向けての取組み方針

キャッチフレーズ 『強く 明るい I know ２０２５』

１．災害や犯罪に強く、助け合いの絆を強くする

２．明るい環境や明るいコミュニケーションを創る

３．稲生のことを知り、地域への愛着を深め、地域活動を活性化する

７

アイ ノウ= 私が知り分かる

イ ノウ＝稲生



ありたい姿に至る課題

１．生産年齢者の地域活動への参画を増やす

２．ひとの交流や集いの場作り

３．交通不安全箇所の把握と改善

４．防災情報の周知

５．耕作放棄地の活用

６．防犯街灯や防犯カメラの増設、空家の活用

７．子供たちが屋外で遊べる場づくり

８．まちの宝物の活用
８



2025年までの事業テーマ（案）

１．地域活動推進者の育成

自治会長経験者の事業参画、自治会長研修、

子供を介した活動の増進

２．ひとの交流や集いの場作り

こども食堂、こども農園、凧揚げ大会、健康体操

３．広報の充実

助け愛ネット、防災備品情報、通学路整備情報、

地域の事業所紹介

４．市街に近い耕作放棄地の活用

貸農園・花園（対象：子供を含む全世代、サークル活動メンバー）、

景観作物栽培

５．まちの宝物の活用

ムラサキツツジ植栽推進、史跡案内板整備

９



特別委員会委員

・地区委員 7名

樋口俊明（大山）、樋口茂（野村）、平井里加（新町）、角田妙子（こがね園）、

丸谷修一（野町東）、濱口雅彦（グリーンタウン）、矢口和孝（御崎）

・専門部会委員 8名

鈴木昭一（健康）、伊達伸治（安全）、飯野光治（福祉）、吉田実生（文化）、樋口理（環境）、

西井雄一（自治会連合）、村山昌子（幼少年）、生川喜代一（産業振興）

・夢協本部 3名

会長 岩波正夫、副会長 小林文雄、会計 鈴木誠治◎

・鈴鹿市支援職員 2名

代表・副代表 小野秀哉，渥美敏彦

・稲生地区市民センター 2名

センター長 常山隆宏（2020年3月まで）、竹内秀幸（2020年4月より）、伊藤実咲○

◎ 委員長 ○ 書記 10



活動記録

11

9月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

委員選出

住民アンケート作成・実施・まとめ
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2020年稲生地区住民アンケート結果

作成：夢協 地域計画策定特別委員会

調査期間：2020年3月～4月

添付資料



回収結果

・アンケート配布数：４，３６０
稲生地区全世帯数：４，０９７
事業所：２６３

・アンケート回収数：１,６５９

・回収率：３８％

・回収率は鈴鹿市都市マスタープランアンケート回収率３７．７％と同等

１



回答者のプロフィール（１）

・新しい住宅地区や団地地区の回答者が多くを占める

回答 人数
30年未満 1,409
30～60年未満 1,128
60年以上 288
未回答 48

計 2,873

２



回答者のプロフィール（２）

年代 回答数

10代 158

20代～30代 452
40代～50代 968
60～70代 1,100
80代以上 172
未回答 23

計 2,873

普段なかなか得られない、青少年層や働く世代層の意識・意見が
多く反映されている。

３



地域への愛着

回答 人数
良い 1,348

どちらかといえば良い 1,313
どちらかといえば良くない 104
良くない 37

未回答 71
計 2,873

回答 人数
そう思う 1,178

どちらかといえばそう思う 1,215
どちらかといえばそう思わない 219
そう思わない 113

未回答 148
計 2,873

世代によらず地域への愛着は高い。近隣地域と比較しても同等以上。

＜参考＞（普通、少し良い・良い）
旭が丘(2017）：９３％ 若松(2018）：７６％

＜参考＞（住み続けたい）
飯野(2018）：７８％、若松：７５％

４



地域のかけがえのない大切な物・人・文化

寺社・史跡・文
化財

対人関係（絆・
思いやり・団結・

友人）

自然・農業
鈴鹿サーキット・
モータースポー

ツ

伝統文化・行事 家族・親族 子供・子供会 地域活動・行事
公共施設（公
園・学校等）

商業施設 医療施設 その他
無し・わからな
い・未回答

計

１０代 15 11 4 5 7 0 0 0 0 0 0 7 109 158

２０代～３０代 40 27 22 18 15 9 9 7 2 2 0 24 277 452

４０代～５０代 99 65 52 42 34 24 12 11 10 2 2 42 573 968

６０～７０代 132 95 81 35 42 10 11 7 8 2 3 44 630 1,100

８０代以上 21 10 7 10 5 4 0 1 1 1 0 14 98 172

未回答 2 3 2 1 0 0 2 0 0 0 0 0 13 23

計 309 211 168 111 103 47 34 26 21 7 5 131 1,700 2,873

５



歴史・文化・伝統

そう思う 912
どちらかといえばそう思う 1,384
どちらかといえばそう思わない 302
そう思わない 109
未回答 166

計 2,873

そう思う
どちらかといえ
ばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない 未回答 計

１０代 58 58 25 12 5 158

２０代～３０代 141 227 51 14 19 452

４０代～５０代 288 508 106 39 27 968

６０～７０代 360 521 102 40 77 1,100

８０代以上 62 68 18 4 20 172

未回答 3 2 0 0 18 23

計 912 1,384 302 109 166 2,873

稲生の歴史・文化・伝統を知らない方が40代～70代に多い（知っている方は、かけがえなく大切だと回答している）

６



安心・安全な地域

そう思う
どちらかといえ
ばそう思う

どちらかといえ
ばそう思うそう
思わない

そう思わない 未回答 計

１０代 61 83 10 1 3 158

２０代～３０代 174 230 25 11 12 452

４０代～５０代 368 538 59 15 12 992

６０～７０代 433 556 52 16 23 1,080

８０代以上 70 84 7 3 7 171

未回答 10 2 0 0 18 30

計 1,116 1,493 153 46 75 2,883

そう思わない理由

項目 件数

治安問題（事件・泥棒） 56

交通事故不安・スピード走行・道路幅狭 33

防災が不十分 18

街灯・カメラ・溝蓋未設置 12

騒音 10

近所とのコミュニケーション不足 8

交通の便が悪い 5

ゴミや糞の処置が悪い 5

異国人とのコミュニケーションが悪い 4

空き家対策が不十分 2

小児医療体制が不十分 1

その他 20

未回答 25

計 199

そう思う 1,106
どちらかといえばそう思う 1,493
どちらかといえばそう思わない 153
そう思わない 46
未回答 75

計 2,873

＜参考＞（普通、どちらかと言えば、そう思う）
旭が丘(2017）：８６％ 若松(2018）：７５％

ほぼ安心・安全な地域と捉えてている。近隣地区と比べても勝っている。
７



生活の利便・快適性

そう思う 778
どちらかといえばそう思う 1,700
どちらかといえばそう思わない 194
そう思わない 62
未回答 139

計 2,873

そう思う 893
どちらかといえばそう思う 1,181
どちらかといえばそう思わない 400
そう思わない 181
未回答 218

計 2,873

項目 件数

（公共）交通機関が不便 365

商店・買物が不便 40

道路が狭い・不安全 12

治安が良くない・事故多い 10

医療施設まで不便 6

地域での交流が良くない 5

下水道がない 3

公園が少ない 2

その他 35

未回答 103

計 581

8割の方が満足しており、不満足の多くは公共交通機関が不便なこと。

＜参考＞
（普通・そう思う）
旭が丘：８２％

（どちらかと言えば良い・良い）
若松：６２％

８



災害の備え

そう思う
どちらかと
いえばそ
う思う

どちらかと
いえばそ
う思うそう
思わない

そう思わ
ない

未回答 計

１０代 20 104 20 6 8 158

２０代～３０代 64 261 71 27 29 452

４０代～５０代 112 624 149 41 42 968

６０～７０代 131 684 138 58 89 1,100

８０代以上 33 89 17 8 25 172

未回答 3 2 0 0 18 23

計 363 1,764 395 140 211 2,873

そう思わない理由

項目 件数

避難所能力・備蓄量不足 98

周知不足・住民意識が低い 95

災害不安・インフラ整備 54

防災訓練方法 19

避難路が危ない 15

防災組織がふび 8

サイレン・放送が聴こえ辛い 6

消火設備（栓、槽、ポンプ）不足 6

高齢者避難 4

対策不足・その他 47

未回答 183

計 535

8割の方が安心しており、不安の一番は避難所収容能力と備蓄量

＜参考＞
（普通・そう思う）
旭が丘：７７％ 飯野：５０％

（どちらかといえばそう思う・そう思う）
若松：２８％

９



災害避難・防災訓練

公民館 518
小学校 1,022

稲生高校 402
自治会集会所 612
その他 228

未回答 91
計 2,873

参加している 921
関心はあるが参加していない 1,457
関心がない 416
未回答 79

計 2,873

参加している
関心はあるが参
加していない

関心がない 未回答 計

１０代 24 76 54 4 158

２０代～３０代 86 241 110 15 452

４０代～５０代 279 521 151 17 968

６０～７０代 480 523 80 17 1,100

８０代以上 51 94 19 8 172

未回答 1 2 2 18 23

計 921 1,457 416 79 2,873

働き世代の防災避難訓練への関心が低い。避難先含め、家族の避難が混乱しそうである。

10



高齢者福祉

そう思う 482
どちらかといえばそう思う 1,689
どちらかといえばそう思わない 407
そう思わない 142
未回答 153

計 2,873

項目 件数

公共交通機関が不便 134

車が無いと不便 77

道路状況・交通状況に問題 42

交流・集いの場が少ない 31

買物アクセス不便 21

医療施設へのアクセス不便 16

高齢者への気配りが少ない 6

治安の不安 6

その他 74

未回答 142

計 549

参加している 137
関心はあるが参加していない 1,304
関心がない 1,260
未回答 172

計 2,873

自ら車で移動できなくなる事への不安が多い割に、助け愛ネットに関心ない方が多い。

＜参考＞
（普通・そう思う）
旭が丘：８４％ 飯野：１５％

（どちらかと言えば良い・良い）
若松：５０％

11



子育て

そう思う 616
どちらかといえばそう思う 1,753
どちらかといえばそう思わない 194
そう思わない 81
未回答 229

計 2,873

＜参考＞
（良い）
旭が丘：２９％ 飯野：３９％

（どちらかと言えば良い・良い）
若松：５２％

12



青少年育成

参加している 130
関心はあるが参加していない 1,077
関心がない 1,509
未回答 157

計 2,873

項目 件数

取り組みが見えない 60

治安を乱している 23

地域との関わりが少ない 12

関心が低い・ない 7

学校教育のレベルが低い 4

青少年が少ない 4

青少年利用施設がない 1

安全に集まれる場所がない 1

子育て交流の場がない 1

その他 40

未回答 182

計 335

参加している
関心はあるが参
加していない

関心がない 未回答 計

１０代 9 32 108 9 158

２０代～３０代 19 187 223 23 452

４０代～５０代 36 351 551 30 968

６０～７０代 61 443 539 57 1,100

８０代以上 5 61 86 20 172

未回答 0 3 2 18 23

計 130 1,077 1,509 157 2,873
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地域の活動・絆づくり（１）

そう思う 550
どちらかといえばそう思う 1,608
どちらかといえばそう思わない 342
そう思わない 129
未回答 244

計 2,873

３人以上 1,538
１～２人 841
なし 403
未回答 91

計 2,873

3人以上 １～2人 なし 未回答 計

１０代 77 34 42 5 158

２０代～３０代 165 169 104 14 452

４０代～５０代 449 332 169 18 968

６０～７０代 730 274 74 22 1,100

８０代以上 116 30 12 14 172

未回答 1 2 2 18 23

計 1,538 841 403 91 2,873

働き世代において近所とのコミュニケーションが比較的少ない。
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地域の活動・絆づくり（２）

増えた 変わらない 減った 未回答 計

１０代 46 79 28 5 158

２０代～３０代 99 282 55 16 452

４０代～５０代 113 715 124 16 968

６０～７０代 134 752 189 25 1,100

８０代以上 13 89 59 11 172

未回答 1 3 1 18 23

計 406 1,920 456 91 2,873

参加している 271
関心はあるが参加していない 1,065
関心がない 1,387
未回答 150

計 2,873

増えたと思う 406
変わらないと思う 1,920
減ったと思う 456
未回答 91

計 2,873

参加している
関心はあるが参
加していない

関心がない 未回答 計

１０代 4 26 122 6 158

２０代～３０代 27 158 245 22 452

４０代～５０代 39 365 531 33 968

６０～７０代 172 461 415 52 1,100

８０代以上 28 54 71 19 172

未回答 1 1 3 18 23

計 271 1,065 1,387 150 2,873
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地域の活動・絆づくり（３）

参加している
関心はあるが参
加していない

関心がない 未回答 計

１０代 64 41 48 5 158

２０代～３０代 125 152 152 23 452

４０代～５０代 186 350 404 28 968

６０～７０代 194 438 414 54 1,100

８０代以上 16 73 65 18 172

未回答 1 2 2 18 23

計 586 1,056 1,085 146 2,873

参加している 586
関心はあるが参加していない 1,056
関心がない 1,085
未回答 146

計 2,873

参加している 456
関心はあるが参加していない 1,081
関心がない 1,196
未回答 140

計 2,873

参加している
関心はあるが参
加していない

関心がない 未回答 計

１０代 30 43 80 5 158

２０代～３０代 79 176 176 21 452

４０代～５０代 111 382 446 29 968

６０～７０代 215 413 423 49 1,100

８０代以上 20 65 69 18 172

未回答 1 2 2 18 23

計 456 1,081 1,196 140 2,873
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意見

１０代 ２０代～３０代４０代～５０代 ６０～７０代 ８０代以上 未回答 計

道路・公共施設について 7 43 61 69 10 1 191

生活利便性について 3 20 55 71 18 1 168

人について 2 29 48 78 9 0 166

夢協の事業について 1 16 28 42 11 1 99

防災について 0 22 25 25 2 0 74

教育について 2 20 16 16 4 0 58

福祉について 1 6 15 29 3 0 54

夢協の組織について 0 6 6 29 5 0 46

その他 8 51 1 101 16 1 178

計 24 213 255 460 78 4 1,034

※『人について』の意見抜粋

・世代交流、旧新村などのコミュニケーショ
ンの場を増やしてほしい

・住民皆が生活する上でのマナーを守る
ようにしたい
・外国人のマナー問題を解決してほしい

・自治会役員の高齢化、負荷を減らす工
夫をしてほしい
・障害者にやさしいまちであってほしい

・高齢者の健康づくりメニューがあってほ
しい
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